
　 2014 年 8 月 5 日
　 丸 紅 株 式 会 社

(単位：億円)

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る 四 半 期 利 益

非支配持分に帰属する四半期利益

（*1） 「売上高」は、取引形態の如何にかかわりなく当社及び連結子会社の関与する全ての取引を含んでおります。

（*1） 「売上高」及び「営業利益」は、投資家の便宜を考慮し、日本の会計慣行に従った自主的な表示であり、IFRSで求められている表示ではありません。

（*2） 実態営業利益＝売上総利益+販売費及び一般管理費

（*3） 基礎収益＝実態営業利益+支払利息（受取利息控除後）+受取配当金+持分法による投資損益

（*4）　ネットDEレシオ＝連結ネット有利子負債/連結資本

（*5）　2014年3月末の計数は、新会計基準適用後の計数に修正再表示しております。

 

-

16,553

529

6

50

30%

-

8%

▲ 62

<本資料に含まれる予想については、本資料の発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる仮定を前提としております。>
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損益の状況

四 半 期 利 益

2014年度第1四半期連結決算　(国際会計基準)

2014年度第1四半期連結決算の概要
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売 上 高 (*1)

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

営 業 利 益 (*1)

支 払 利 息 ( 受 取 利 息 控 除 後 )

受 取 配 当 金

有 価 証 券 損 益

固 定 資 産 損 益

そ の 他 の 損 益

持 分 法 に よ る 投 資 損 益

収 益

実 態 営 業 利 益 (*2)

基 礎 収 益 (*3)

資産、負債及び資本の状況

連 結 総 資 産

( 流 動 資 産 )

( 非 流 動 資 産 )

法 人 所 得 税

営 業 活 動 に よ る CF

投 資 活 動 に よ る CF

フ リ ー キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る CF

為 替 変 動 の 影 響

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減

連結対象会社
黒字/赤字の状況

黒 字 会 社 数

黒 字 額
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会 社 数 合 計

ネ ッ ト 損 益

黒 字 会 社 数 比 率
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【連結決算の概要】

○ ⑤支払利息（受取利息控除後) ・・・ ▲58億円

前年同期比12億円の悪化となった。

⑥受取配当金 ・・・ 83億円

エネルギー案件を中心に前年同期比10億円の増加となった。

○

⑦有価証券損益 ・・・ 7億円

ファンド利益の減少を主因として、前年同期比6億円の減益となった。

○

⑧固定資産損益 ・・・ ▲0億円

【損益の状況】 　・固定資産売却損益　　　　　  　6億円（前年同期比▲16億円）

①売上高 ・・・ 3兆6,947億円 　・固定資産評価損　　　　　 ▲6億円（前年同期比 +16億円）

⑨その他の損益 ・・・ 1億円
主な増収セグメントは食料（+4,706億円）。 為替差損益の悪化を主因として、前年同期比18億円の減益となった。

②売上総利益 ・・・ 1,785億円 ⑩持分法による投資損益 ・・・ 335億円

海外電力IPP事業 138億円 (前年同期比 +56億円）

③販売費及び一般管理費 ・・・ ▲1,253億円 チリ銅事業  43億円 （前年同期比 ▲6億円）

伊藤忠丸紅鉄鋼  37億円 （前年同期比　+6億円）

Westlake  13億円 （前年同期比　+1億円）

（米国自動車販売金融事業）

④貸倒引当金繰入額 ・・・ ▲8億円

前年同期比6億円の改善となった。

前年同期比169億円の増益となった。円安の影響は25億円程度の増益。
下表参照。

人件費を中心に前年同期比166億円の増加となった。
円安の影響は15億円程度の増加。

当四半期連結累計期間の親会社の所有者に帰属する四半期利益は、
前年同期比50億円（8％）増益の691億円となり、四半期利益としては、
過去最高益となった。
2014年度の親会社の所有者に帰属する当期利益の業績予想2,200億円
に対し、進捗率は31％となった。

連結ネット有利子負債は、新規投融資の影響により、前年度末比2,664
億円増加の2兆7,575億円となり、この結果、ネットDEレシオは、前年度
末比0.13ポイント上昇の1.76倍となった。

持分法による投資損益は前年同期比73億円の増益となった。
主な内訳は以下の通り。

穀物関連取引の取扱増により、前年同期比5,698億円の増収となった。
円安の影響は540億円程度の増収。

固定資産売却益は減益となったものの、固定資産評価損が改善
したことにより、前年同期比横這い。

連結資本は利益の積み上げを主因に、前年度末比346億円増加の
1兆5,658億円となった。
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親会社の所有者に帰属する四半期利益

英国電力コンソリデーション事業での増益により、売上総利益が増益になったことに加え、海外電力IPP事
業の持分法による投資損益の増益により、四半期利益も増益。

石油化学・合成樹脂製品及び無機・農業化学品関連の採算改善等により、売上総利益、四半期利益とも
に増益。

大分メガソーラー発電事業の操業開始に伴う増益等があったものの、石油・ガス開発分野での生産量減
少により、売上総利益、四半期利益ともに減益。

石炭をはじめとする商品価格の下落により、売上総利益、四半期利益ともに減益。

自動車販売金融事業等の新規投資案件の寄与により、売上総利益が増益になったことに加え、航空機
リース事業等の持分法による投資損益の増益により、四半期利益も増益。
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主な増減要因

穀物関連取引の取扱増により、売上総利益、四半期利益ともに増益。

パルプ事業の採算悪化等により、売上総利益、四半期利益ともに減益。
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丸紅米国会社の増益及び円安の影響等により、売上総利益、四半期利益ともに増益。
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MXモバイリング連結の寄与及び国内マンション竣工による増益の影響により、売上総利益、四半期利益
ともに増益。

996

19 環境・産業機械案件の取扱高減少により、売上総利益、四半期利益ともに減益。

連 結 合 計

41 30

▲ 24

5

13

23

▲ 3


